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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
Bad Oeynhausen心臓糖尿病センター
雄山由香利
　Bad Oeynhausen心臓糖尿病センターでの実習で一番印象に残っていることは，そこで働く日本人の先生
が自分の夢を追いかけている過程でドイツに来て働いていると知り，私もそんな風に純粋に自分がやりたい
ことを突き詰めたいと思ったことです。この １ カ月の実習で学問的なこと以外にも医療の違い，コミュニ
ケーションの取り方，心臓血管外科医の働き方などについて本当に多くのことを学び，考える機会となりま
した。行かずに後悔するより行って後悔するのがいいと思っています。英語もドイツ語も自信はありません
でしたが悩んだところでどうしようもなく，何とかなるさという気持ちで行くことにしました。もちろん現
地に行ってからとても大変な思いをしましたが，終わった後に振り返ると，そんな 9 の辛いことが １ の嬉し
いことで吹き飛ばされる気持ちです。準備から実習，感想などについて簡単に書いていこうと思います。
＜理由＞
　私が選択臨床実習で心臓血管外科でのドイツの実習に行きたいと思った理由は 3 つあり， １ つ目は循環器
に興味があること， 2 つ目は他国の医療を見てみたかったこと， 3 つ目は第 2 外国語でドイツ語を勉強して
いたことです。英語はあまり得意ではなくドイツ語も授業で勉強した日常会話くらいしか話せない状態でし
たが，この機会を逃したら後悔すると思い先生にお願いしに行きました。
＜準備＞
　 ５ 年生の夏休み前に海外臨床実習を希望する学生で，誰がどこに行きたいのかなどの話し合いをしまし
た。 9 月に掲示板に張り出しがあり，その後先生に頼みに行きました。前もって話し合いをしていたため掲
示があってからはスムーズに話が進んだと思います。ドイツ語の勉強は主に名執先生の授業のプリントを復
習し，英語はあまり勉強できませんでした。ドイツの病院側とのやりとりは先生にしていただいていました
が，宿泊先等の連絡はぎりぎりまでなく，反省点としてもっと積極的に質問すべきであり，余裕をもって行
動すべきだったと思います。いろいろあって出発 2 日前に国際電話をかける（それも英語が聞き取れず友達
に代わってもらう）など今後の不安しか感じませんでした。
＜実習＞
　実習内容は自分で決めます。私は主に成人の心臓手術の見学をし，手術以外にも病棟業務やICUでの処置
の見学をさせてもらいました。 １ 日の流れは朝 7 :00くらいに病院に行き，病棟の処置を見学， 8 :00くらい
から １ 件目の手術，昼ごはんを食べて午後に 2 件目の手術の見学をするといった感じです。病院の手術室は
8 部屋ありそれぞれ縦に 2 件ないし 3 件の手術を行っています。見学は手術が始まる前に手術室に行き，看
護師さんと麻酔科の先生に見学させてください（ドイツ語で話すのがベスト）とお願いし，少し遅く入って
くる心臓血管外科の先生にも挨拶します。麻酔科の先生の所（頭側）から見学するので術野がかなり見えま
した。大学での実習のように先生から「昼ごはん食べてきていいよ」等は言われないので，自分が退出した
いと思った時に麻酔科の先生等に”Danke Schon”と挨拶して退出します。ちなみに心臓移植は夜あることが
多いので，前もって先生に心臓移植がある時は教えてくださいとお願いするのがいいと思います。 １ か月で
見学した手術には，冠動脈バイパス術（off pomp，on-pomp，再手術），大動脈弁置換術（小切開手術，開胸），
僧帽弁逆流症の手術（小切開手術，開胸），三尖弁逆流症の手術，上行大動脈置換術，TAVI（心尖部アプロー
チ，大腿動脈からのアプローチ），補助人工心臓（LVAD），心臓移植などがあります。面白いと思った点は
同じ病名に対する手術でも行う手技が異なることで，例えば僧帽弁逆流症では逆流の原因によって弁輪形成
術，縫縮術，ループ法，弁置換術など様々なものを使い分けていると知りました。教科書で勉強しているだ
けではそのように手技を使い分けていることや，その時に何に注意しているのかについては知ることができ
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なかったと思います。手術を見学している途中で出てきた疑問点を先生に（ここは英語で）質問したり，休
憩の時に図書館で調べるなど分からないことを分からないままにしないように勉強しました。
＜生活＞
　 ４ 月の初めはとても寒かったです。朝は氷点下でした。日中はかなり暖かくなるため羽織るタイプの防寒
具を持って行ってよかったです。天気はとても良く， １ か月の中で雨が降ったのが 2 日程度でした。近くに
広くて素敵な公園があり，平日の実習が終わった後に公園によって散歩したり，ベンチに座って一息ついた
りしていました。スーパーが近くに 3 ， ４ 件あり，朝食と夕食はそこで調達可能です。スーパーで購入した
HARIBO（グミ）を食べたら歯の詰め物が取れました。HARIBO恐るべし。
＜言語＞
　英語は武器です。これほど頼もしいと思ったことはありません。ドイツは日本と同じく英語が第 2 外国語
であるため片言同志の会話ということもありますが，ドイツ語はそんなに話せないので英語で話さざるをえ
ない状況になりました。英語に苦手意識があっても話すしかありません。自分が普通に英語で話している，
と一人で感動していました。しかしドイツ語を話す努力もしました。片言でもドイツ語で話すとなんとか聞
き取ろうとしてくださるなど，雰囲気が和やかな気がしました。主に挨拶や見学のお願い，旅行先でのやり
とり（※電車のチケット売り場，ホテルのフロント等は英語の方がスムーズ）でドイツ語を使いました。
＜海外での経験＞
　勉強以外で学んだことや考えたことは多いですが，その中の 2 つについて書きます。 １ つ目は医療の違い
についてです。日本では心臓血管外科医が手術からICU管理まで全て行いますが，ドイツではICU専属の医
師がいます。よって日本では術後に細やかな処置ができますが，手術を数多く行うことはできません。逆に
ドイツでは術後管理がさばさばしているように感じましたが，多くの手術を行うことができます。どちらが
いいとは言えませんが，日本の医療の利点はドイツの欠点であり，ドイツの利点は日本の欠点であると思い
ました。他に，仕事においてもドイツでは個人主義であり，自分が入る手術が終わったら ４ 時であろうと帰
宅し，周りもそれが当たり前として仕事をするということです。海外ではプライベートを大切にするとは聞
いていましたが，日本とここまで違うのかと驚きました。
　 2 つ目はしっかり言葉にして伝えることの大切さです。まずは笑顔で挨拶することを心がけました。病棟
ですれ違う人にはGuten MorgenもしくはHelloです。当たり前のことですがとても大切なことだと思いま
す。また見学をさせてほしいとお願いする際に，手術室の看護師さんや麻酔科の先生，執刀医の先生に拙い
ドイツ語で話すと，聞き取ろうと努力してくださったり，顔を覚えてもらうと軽く冗談を言ってくれたりと，
素敵な雰囲気でした。もちろんそのような素敵な経験よりも言語で苦労したことの方が多いです。初めの方
は実習や生活をするのに必要なドイツ語のボキャブラリーが少なく言いたいことがうまく伝えられなかった
り，手術中は完全にドイツ語の会話であり，緩めるのか引っ張るのかそのような簡単なこともわからず，言
語もわからないのになんでドイツに実習に来たのか，と言われるなど辛いこともありました。しかしくよく
よしていてもどうにもならず，自分は学生で勉強するのが目的であり，ドイツに来たのは短期間でいろいろ
な種類の手術を見ることができるからだ，と改めて思うようにし，言葉に出して伝えられるようにしました。
言葉にして伝えなければ伝わらない世界であり，学びたいことは積極的に提案したり，質問することが大切
だと思います。 2 週目以降は １ つの手術を見学したら １ つは質問しようと努めました。
＜今後に向けて＞
　ドイツに留学して心臓血管外科の道の厳しさを知りました。心臓血管外科医は助手としては人手が足りな
いのですが，執刀医になれるのは１0人に １ 人もいないとのことです。執刀医になるにはもちろん自分の腕を
磨くことは大切ですが，それだけではなく運も必要だと聞きました。１0年程度は下積みが必要であり，かと
いって下積みしてもそれが報われるとは限らないという世界だと改めて感じました。それでも心臓血管外科
に進む先生は心臓血管外科が本当におもしろいと感じているのだと思い，私はそんな風に全力で取り組む医
師にあこがれています。私は循環器，特にダイナミックスがおもしろいと感じており，将来どの診療科に進
むかまだ分かりませんが，今回学んだこと，感じたことを生かしていきたいと思います。
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＜最後に＞
　他にも書きたいことは多く，病院でお世話になったドイツの方や日本人の先生方から本当に優しくしてい
ただいたことや，ストレス発散法を持っていることがいかに大切かということ，などありますがここでは省
略します。富大の後輩に向けてですが，他大学の友達に話を聞くと分かりますが，富山大学の臨床実習を海
外でできる環境は本当にめぐまれていると思います。学生として留学するのは医師として留学するより学べ
ることは少ないとは思いますが，働き始めてからはなかなか行くことができないのが現状だと思います。学
生でも多くのものを学び，感じることができると思います。少しでも興味がある人はぜひ，えいやっ，と留
学することをお勧めします。
　最後に今回Bad Oeynhausen心臓糖尿病センターで臨床実習をさせてもらうにあたりお世話になった第一
外科の芳村先生，深原先生，心臓糖尿病センターの先生方，医療スタッフの方，日本人の先生方，ペンショ
ンの方，金銭的な面で補助をしていただいた日本学生支援機構さん，富山大学附属病院とやま総合診療イノ
ベーションセンターさん，両親に深く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。
